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[1] 第 n項が次で与えられる数列 {an}の極限値を求めよ．

(1) an =
(−1)n

n
(2) an =

n

n + 2
(3) an =

√
n (4) an =

√
n + 1 −

√
n

[2] 正の実数よりなる数列 {an}に対し，極限 lim
n→∞

an+1

an

が存在すると仮定する．こ

の極限値を αとするとき，
lim

n→∞
n
√

an = α

となることを証明せよ．

[3] 数列 {an}を以下の漸化式で定める．

a1 = 1, an =
an−1

2
+

1

an−1

(n ≥ 2).

このとき，
lim

n→∞
an =

√
2

を示せ．

コメント）作り方から各 anは全て有理数であるが，にもかかわらず「収束先は無
理数である」というのが，この問題のポイントである．

◦ 発展問題
xを実数とするとき，次の等式を示せ．

lim
n→∞

(
lim

m→∞

(
cos(n!πx)

)2m
)

=

{
1 xは有理数

0 xは無理数

また，極限を取る順序を入れ替えて

lim
m→∞

(
lim

n→∞

(
cos(n!πx)

)2m
)

とした場合はどうなるか考えてみよ．
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